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1 北星地域のまちづくりの地域目標 

～自然・人の交流・伝統文化に富み、災害に強いまちづくり～ 

 
 

2 解決すべき地域課題 

■ 福祉，子育て，健康づくり、地域の支え合いの強化 

（課題①）高齢者の生活支援体制の充実（対象者の増加） 

～社会資源（福祉活動）の整理と、情報発信をテーマにした意見  

交換会の開催 

【事業】北星まちづくり地域福祉ネットワーク事業 

■ 教育，文化，スポーツ振興 

（課題②）教育資源としての教育大学との連携・協力 

 ～教育大学との連携事業、まち協ミーティング、まちづくり懇談会 

  腐葉土づくりなど 

   【事業】「北の散歩道」環境保全事業  

■ 基本的な生活環境の確保、環境保全、事故・犯罪の防止、防災 

（課題③）北の散歩道の魅力向上 

～北の散歩道の環境整備（糞害対策、樹木剪定、ごみ拾い等の  

実施） 

【事業】「北の散歩道」環境保全事業 

（課題④）自主防災組織の充実や防災意識の向上 

～防災避難訓練の実施、地域による防災活動の実施、北星６地  

区防災マップの活用、防災フェアの実施、防災（洪水）の情報  

提供 
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【事業】北星６地区防災事業 

■ 郷土愛や誇りの醸成・コミュニティ活性化（世代間交流） 

  （課題⑤）世代間交流の機会減少 

     ～教育大学・児童センターと連携した世代間交流の実施（秋を

楽しむ会など） 

     【事業】「北の散歩道」環境保全事業 
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3 令和６年度事業報告 

北星地域の課題解決に向けて、令和６年度に取り組む事業は，次のとおりとする。 

また，全体計画及び事業調整を担う組織として設置した，『北星まちづくり連絡会』

において，各事業及び実施団体の連携を図り，地域住民や活動団体が一体となった地域

づくりを推進した。 

 【 包括型事業 】 

実施時期 事業名 実施団体 実施内容 

６月～３月 

北星まちづくり

地域福祉ネット

ワーク事業 

 

北星まちづくり 

地域福祉ネット 

ワーク 

「福祉のまち」を目指して活動を行った。 

・「やさしい福祉のまち通信」の発行 

・多くの人が集い楽しめるイベントの開

催 

※地域課題①に対応 

６月～11 月 

 

北星６地区防災 

事業 

 

北星６地区防災 

事業実行委員会 

北星地域住民の防災意識向上を目指して

活動を行った。 

・楽しみながら，防災に対して学ぶことが

できる多世代型イベントの開催 

※地域課題④に対応 

5 月～2 月 
「北の散歩道」

環境保全事業 

「北の散歩道」

環境保全事業実

行委員会 

「北の散歩道」の環境保全と魅力発信を目

指して活動を行った。 

・「北の散歩道」の環境保全 

・「北の散歩道」を舞台に，多くの人が楽

しめるイベントの開催 

※地域課題②③⑤に対応 

 

計３事業 

  

※詳細は別紙のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 



  

4 

 

【北星まちづくり連絡会】  

地域まちづくり推進事業実施報告書 

 

                

１ 事業実施者 団 体 名 北星まちづくり連絡会 

２ 事業の名称 北星まちづくり推進事業 

３ 事 業 期 間 令和６年４月１０日～令和７年３月３１日 

４ 事 業 内 容 

１ 事業概要 

地域力の向上を図るため、北星まちづくり推進協議会の意見が反映され 

た、令和６年度地域活動計画に基づく３事業について、総括・事業調整を

行い、地域内の連携を促進するとともに、多様化する地域課題の解決に向

けて、柔軟かつ計画的に実施するよう心がけた。 

２ 実施内容 

（１）北星まちづくり地域福祉ネットワーク事業 

（２）北星6 地区防災事業 

（３）「北の散歩道」環境保全事業 

※事業詳細は、事業毎の「地域まちづくり推進事業実施報告書」を参照 

          

          

 

５ 成果と課題 

＜成果＞ 

・地域住民の意見を反映しつつ、包括型補助対象３事業について活動計画

を立てることができた。 

・包括型まちづくり補助金へ移行し、２年目となるが、「予算・物品・人

材」について、さらに事業間での協力が進んだ。 

＜課題＞ 

・継続して事業を実施するため、新たな要素を取り入れるなどして、飽き 

のない事業推進が求められる。 

・各事業に、多くの地域住民が関わっており、その実施に当たって連絡調 

整や会議運営に関し、より自主的で効果的な運営を検討する必要があ

る。また、担い手の高齢化、固定化の傾向が見られるので、新たな人材

発掘を行う必要がある。 
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 事業収支決算 

収入                                  （単位：円）  

区 分 予算額 

（Ａ） 

決算額 

（Ｂ） 

差額 

（Ｂ－Ａ） 

内 容 

補助金 360,000 円 314,160 円 △45,840 円 地域まちづくり推進事業補助

金 

負担金     ０円 35,000 円 35,000 円 旭星地区市民委員会 

計 360,000 円 349,160 円   

※補助金差額、45,840 円を旭川市へ返還 

支出                                （単位：円） 

区 分 予算額 

（Ａ） 

決算額 

（Ｂ） 

差額 

（Ｂ－Ａ） 

内 容 

補助金 

支出 

180,000 円 165,755 円 △14,245 円 北星まちづくり地域福祉ネ

ットワークへ 

補助金 

支出 

59,000 円 27,660 円 △31,340 円 北星 6 地区防災事業実行

委員会へ 

補助金 

支出 

121,000 円 

 

120,745 円 △255 円 「北の散歩道」環境保全事

業実行委員会へ 

計 360,000 円 314,160 円 △45,840 円  

支出予算額は、北の散歩道なつまつりの事業内容が決定し、北星６地区防災事業実行委員会か

ら一部、連絡会を通して北の散歩道なつまつり実行委員へ移動された後の予算額を記載 

 

【 委員名簿 】（役員以外は五十音順 敬称略） 

役  員 氏  名 よ み が な 所 属 団 体 

会長 中村 幸彦 なかむら ゆきひこ 旭星地区市民委員会 

北星まちづくり推進協議会 

副会長 森  聖二 もり せいじ 川端地区市民委員会 

北星まちづくり推進協議会 

会計 宮津  勉 みやつ つとむ 旭星地区社会福祉協議会 

北星まちづくり推進協議会 

監査 三上 照子 みかみ てるこ 川端地区社会福祉協議会 

北星まちづくり推進協議会 
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北星まちづくり連絡会規約 

  

（名称） 

第１条 本会は，「北星まちづくり連絡会」（以下「会」という。）と称する。 

 

（目的）  

第２条 会は，北星まちづくり推進協議会（以下「協議会」という。）の所管区域において，協

議会の意見を踏まえた地域の活動計画（以下「活動計画」という。）に基づいたまちづくりを

推進することを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 会は，前条の目的を達成するための事業を実施する。 

 

（組織） 

第４条 会の委員は，次に掲げる者で構成する。 

(1) 協議会委員のうち，協議会会長から指名を受けた者 

(2) 活動計画に基づく，各種事業に関係する団体の長又は団体に属する者 

(3) 会により特に参加を認められた者 

 

（役員の選任） 

第５条 会に次の役員を置く。 

(1) 会長  １名 

(2) 副会長 １名以上 

(3) 会計   １名以上 

(4) 監査    １名以上 

 (5) 上記(1)から(4)の役員のほか，必要に応じて別途役員を置くことができる。 

２ 役員の選出は，次のとおりとする。 

(1) 会長は，委員の互選により選出する。 

(2) 副会長及びその他の会長以外の役員は，会長の指名により選任する。 

 

（役員の職務） 

第６条 会長は，会を代表し，会務を総括する。 

２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。 

３ 会計は，会の会計を担当する。 

４ 監査は，会の会計を監査する。 

５ 第５条第１項第 5号により設置された役員の職務は，会長が別途定める。 
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（役員の任期） 

第７条 役員の任期は，選任の日の属する年度の末日までとする。ただし，再任を妨げない。 

２ 補欠により就任した役員の任期は，前任者の残任期間とする。 

 

（会議） 

第８条 会議は，実行委員会及び役員会とする。 

２ 会議は，会長が招集する。 

３ 会議は，委員の過半数の出席をもって成立する。ただし，やむを得ないときは，委 

任状または会長が認める代理の者により出席に代えることができる。 

４ 会議の進行は，会長が務める。 

５ 議事の決定は，出席総数の過半数をもって成立する。 

６ 実行委員会は，規約，事業計画，予算，事業報告，決算その他重要な事項を審議決 

定する。 

７ 実行委員会のほか，必要な事項を協議決定するため，随時，役員会を開くことがで 

きる。 

 

（経費） 

第９条 会の運営に要する経費は，補助金，助成金，寄附金，その他の収入をもって充 

てる。 

 

（会計年度） 

第10条 会の会計年度は，４月１日から翌年３月31日又は当該年度の事業完了の日まで 

とする。 

 

（事務所） 

第11条 会の事務所は，会長宅に置く。 

 

（補則） 

第12条 この規約に定めるもののほか，会の運営に必要な事項は，会長が別に定める。 

 

  附 則 

１ この会則は，令和６年４月１日から施行する。 

２ 会の初年度の会計年度は，第10条の規定にかかわらず，会の設立した日から翌年の 

３月31日又は当該年度の事業完了の日までとする。 
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【北星まちづくり地域福祉ネットワーク事業】 

地域まちづくり推進事業実施報告書 

１ 事業実施者 団 体 名 北星まちづくり地域福祉ネットワーク 

２ 事業の名称 北星まちづくり地域福祉ネットワーク事業 

３ 事 業 期 間 令和６年６月～令和７年３月 

４ 事 業 内 容 

＜今年度の取組＞ 

１ 「やさしい福祉のまち通信」の作成及び発行 

(1) 内容   

住民主体の福祉活動、福祉事業所等の情報を集約したチラシを発行し、

孤立や閉じこもりの予防、健康に暮らせる地域づくりにつなげる。  

         (2) 令和６年度版 掲載内容 

     ・ケアマネ―ジャーの仕事について 

            ・居宅事業所の案内 

            ・実行委員会イベントの紹介 など 

         (3) 発行部数  約 16,000 部（ライナーにて北星地域へ全戸配布） 

  ・市有施設等への配置(公民館、地区センター等) など 

(4) 配布時期  令和７年３月１５日 

 

2 「落語寄せ＆健康講座～トイドローン体験会～」の開催 

(1) 内容 

様々な方が集まることのできる「集いの場」としてイベントを開催。 

「橘家富蔵」師匠、旭笑亭幻太さんによる落語会、西舘先生による 

健康講座、渡辺（てけてけ）さんによるトイドローン体験会を開催した。 

同時に、運転シュミレーター体験、高齢者よろず相談、地域内の福祉 

施設利用者の作品展示を合わせて実施した。 

(2) 開催日時 令和６年 11 月 10 日 日曜日 13 時から 1６時３０分 

(3) 開催場所 北星地区センター 

(4) 参加者数 一般参加者６６名 関係者１５名 合計８１名 

５ 成果と課題 

＜成果＞ 

・参加者の増加がみられ、笑いと講座、体験ブースの提供により，「心身

の健康」維持に貢献するとともに、地域の交流の場を提供できた。 

・イベントの開催により，実行委員会や施設の活動周知を行うことができ

た。 
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事業収支決算 

収入                                （単位：円） 

区 分 予算額 

（Ａ） 

決算額 

（Ｂ） 

差額 

（Ｂ－Ａ） 

内 容 

補助金 180,000 円 165,755 円  △14,245 円 地域まちづくり推進事業補助

金 

計 180,000 円 165,755 円  △14,245 円  

 

支出                                （単位：円） 

区 分 予算額 

（Ａ） 

決算額 

（Ｂ） 

差額 

（Ｂ－Ａ） 

内 容 

消耗 

印刷費 

102,000 円 94,097 円 △7,903 円 ラクスル印刷代他 

委託料 55,000 円  51,998 円 △3,002 円 通信折込配布代 

交通費 3,000 円 2,000 円 △1,000 円 講師車代 

謝礼金 10,000 円 13,000 円 3,000 円 出演料 

使用料 10,000 円 4,660 円 △5,340 円 実行委員会等会場使用料 

計 180,000 円 165,755 円 △14,245 円  

※支出項目全てが補助対象経費（支出詳細は別紙のとおり） 

補助金残金 14,245 円を北星まちづくり連絡会へ返還 

 

 

・通信発行に関して、ケアマネの業務や施設など地域にとって身近な情報

を提供することができた。 

・通信の全戸配布により、町内会未加入世帯へも、情報提供できた。 

＜課題＞ 

・世代交流の視点や参加しやすさを視点に、地域住民により興味を持って

もらえるイベント内容となるよう工夫していく必要がある。 

・地域にとって身近な福祉情報を盛り込むことで、より貢献できるような

通信となるよう工夫していく必要がある。 
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【 委員名簿 】（役員以外は五十音順 敬称略）   

役  員 氏  名 所 属 団 体 

委員長 宮津  勉 旭星地区社会福祉協議会 

北星まちづくり推進協議会 

副委員長 坂東 義史 北星・旭星地域包括支援センター 

北星まちづくり推進協議会 

会計 石田 和人 地域まるごと支援員 

監査 三上 照子 川端地区社会福祉協議会 

北星まちづくり推進協議会 

 佐々木 弘美 ケアプランセンター アネスト 

 白崎 小百合 北星まちづくり推進協議会 

近文・川端地区民生委員児童委員協議会 

 高田 育子 ケアプランセンター アネスト 

 中村 幸彦 旭星地区市民委員会 

北星まちづくり推進協議会 

 西舘  潤 北都保健福祉専門学校 

北星まちづくり推進協議会 

 原田 宗和 特別養護老人ホーム エテルナ 

 水澤 優希 特別養護老人ホーム エテルナ 

 門間 英樹 北星まちづくり推進協議会 

イオン北海道 

 山中 晴美 ケアプランセンター アネスト 

 渡辺 裕之 北星まちづくり推進協議会 

 渡邊 涼佑 北星まちづくり推進協議会 

イオン北海道 
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【北星６地区防災事業】 

 

地域まちづくり推進事業実施計画書 

 

 

１ 事業実施者 団 体 名 北星 6 地区防災事業実行委員会 

２ 事業の名称 北星 6 地区防災事業 

３ 事 業 期 間   令和６年６月～令和６年１１月まで 

４ 事 業 内 容 

１ 北星６地区防災フェアの開催 

 住民の防災に対する関心を高め、自助・共助による地域防災の必要性

を再認識するため「防災フェア」を実施した。 

 

(1) 日  時  令和６年９月２９日 日曜日  

午前１０時から午前１１時３０分まで 

(2) 場  所  旭川市立北光小学校 

(3) 参加者数 一般参加者６９名 関係者 名 合計１０６名  

(4) 内  容 「ＡＥＤ使用体験」「避難所（防災グッズ）体験」「消

防車＆防火衣体験（写真撮影）」「水消火器体験」「煙

発生器を使用した避難体験」「災害用伝言ダイヤル１

７１体験」「防災食の配布」を実施 

 

５ 成果と課題 

＜成果＞ 

・北光小学校で初開催となり、親子連れの参加者も多く、現役世代の参加

を促せた。 

・計画的に取り組んだことから、昨年度実施できなかった災害用伝言ダイ

ヤルの講師を市外から招き、体験ブースを設けるなどブースを増やすこ

とで、昨年度より多く参加いただくことができた。 

＜課題＞ 

・各体験ブースで参加者の偏りが見られたため、体験ブースの配置や受

付・案内法を工夫する必要がある。 

・参加者にとってより魅力的なイベントとなるよう、新たな目線で内容を

工夫していく必要がある。 
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事業収支決算 

収入                                （単位：円） 

区 分 予算額 

（Ａ） 

決算額 

（Ｂ） 

差額 

（Ｂ－Ａ） 

内 容 

補助金 59,000 円 27,660 円 △31,340 円 地域まちづくり推進事業補助金 

計 59,000 円 27,660 円 △31,340 円  

 

支出                                （単位：円） 

区 分 予算額 

（Ａ） 

決算額 

（Ｂ） 

差額 

（Ｂ－Ａ） 

内 容 

消耗 

印刷費 

47,000 円 26,610 円 △20,390 円 チラシ、マップ印刷代 

その他イベント用品など 

食料費 10,000 円 0 円 △10,000 円  

使用料 2,000 円 1,050 円 △950 円 実行委員会会場使用料 

計 59,000 円 27,660 円 △31,340 円  

※支出項目全てが補助対象経費（支出詳細は別紙のとおり） 

補助金残金 31,340 円を北星まちづくり連絡会へ返還 
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【 委員名簿 】 （役員以外は五十音順 敬称略） 

役  員 氏  名 所 属 団 体 

委員長 三上 照子 川端地区社会福祉協議会 

北星まちづくり推進協議会 

副委員長 竹内 きよ 旭星地区女性防火クラブ 

北星まちづくり推進協議会 

会計 矢三  尚 旭川市消防団第 2３分団 

 

監査 森  聖二 川端地区市民委員会 

北星まちづくり推進協議会 

 市場 聖一 近文西地区市民委員会 

北星まちづくり推進協議会 

 井上 嘉則 旭川市消防団第２４分団 

北星まちづくり推進協議会 

 小川 純平 北星まちづくり推進協議会 

 後藤 誠二 北星地区市民委員会 

北星まちづくり推進協議会 

 白崎 小百合 近文・川端地区民生委員児童委員協議会 

北星まちづくり推進協議会 

 坂東 義史 北星・旭星地域包括支援センター 

北星まちづくり推進協議会 

 門間 英樹 イオン北海道 

北星まちづくり推進協議会 

 渡邊 涼佑 イオン北海道 

北星まちづくり推進協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

14 

 

【「北の散歩道」環境保全事業】 

 

地域まちづくり推進事業実施計画書 

１ 事業実施者 団 体 名 「北の散歩道」環境保全事業実行委員会 

２ 事業の名称 「北の散歩道」環境保全事業 

３ 事 業 期 間  令和６年５月～令和７年２月まで 

４ 事 業 内 容 

＜今年度事業内容＞ 

１ 落ち葉拾い、腐葉土づくりを通じた環境整備，地域交流の促進支援 

  北の散歩道で環境美化に取り組む団体と連携して，北の散歩道の環境

整備に取り組んだ。 

(1) 日時  令和６年１１月１日 金曜日 １４時３０分から 

(2) 参加者 約２０名 

      環境保全プロジェクト（代表：西嶋氏）、 

道教大旭川校（小泉ゼミ）と協力して実施 

 

２ 北の散歩道なつまつりの開催 

地域内の様々な団体に参加を呼びかけ，北星地域に存在する「北の散 

歩道」にて，なつまつりを開催した。 

(1) 日時  令和６年8月１０日 土曜日 10 時から１９時３０分 

(2) 場所  北の散歩道、北星地区センター 

(3) 参加者 一般参加者約３９０名 関係者６０名  計 約４５０名 

(4) 内容  北星地区センターにて「落語を楽しむ集い」、散歩道では「こ

ども屋台」「水鉄砲で恐竜をやっつけろ」「流しそうめん」「バ

ルーンアート」同時開催として、「プレーパーク」を開催した。 

      新たに明成高校生徒に参加いただくなど担い手を広げて取り

組んだ。 

(5) 協力団体  北都保健福祉専門学校、明成高等学校、 

        旭橋みずほ通商店街振興組合、イオン旭川春光SC、 

川端地区市民委員会、旭笑長屋、旭星地区市民委員会、

北星地区市民委員会、北門キッズクラブ 

 

３ 冬季イベントの開催 

地域内の様々な団体に参加を呼びかけ，初の試みとして「北の散歩道

ｄｅ焚き火会withプレーパーク」を開催した。 
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(1) 日時  令和７年１月１８日 土曜日 

１０時から１４時（プレーパーク） 

１３時から１４時３０分（焚き火会） 

(2) 場所  北門児童センター敷地内（焚き火会）  

北星公民館前広場 教育大コンポスト付近（プレーパーク） 

(3) 参加者 一般参加者：約９６名 関係者２４名  計 約１２０名 

(4) 内容  北門児童センター周辺にて、冒険遊びの会によるプレーパー

ク、午後からは児童センター内にて焚き火会を開催。焚き火

を利用して、さつま芋等を焼いたり、温かい飲料を提供した

りなどして、世代をこえた交流の場づくりを行った。 

      なつまつり同様、明成高校生徒に応援いただき担い手を広げ

て取り組んだ。 

(5) 協力団体  旭川冒険遊びの会、明成高等学校、 

旭橋みずほ通商店街振興組合、イオン旭川春光ＳＣ、 

旭星地区市民委員会、北星地区市民委員会、 

北門キッズクラブ（北門児童センター） 

 

５ 成果と課題 

＜成果＞ 

・明成高校さん、北都保健福祉専門学校さんほか様々な団体に協力

を依頼することで，「なつまつり」及び「冬季イベント」を成功

裏に開催することができた。 

・「なつまつり」や「冬季イベント」に参加した児童等に楽しんで

もらえ、多世代交流の場づくりにも寄与できた。 

・北の散歩道環境保全プロジェクト等と連携し，環境保全に取り組

むことができた。 

＜課題＞ 

・学生を含めた担い手の確保を引き続き進めていく必要がある。 

・自立的な運営の視点から、黄色いレシート以外にも、地域企業か

らの協力・協賛について検討してみる必要がある。 

・イベントの内容について、さらに工夫していく必要がある。 
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事業収支予算 

収入                                （単位：円） 

区 分 予算額 

（Ａ） 

決算額 

（Ｂ） 

差額 

（Ｂ－Ａ） 

内 容 

補助金 121,000 円 120,745 円 △255 円 地域まちづくり推進事業補助金 

負担金 35,000 円 35,000 円 0 円 旭星地区市民委員会 

計 156,000 円 155,745 円 △255 円  

 

支出                                （単位：円） 

区 分 予算額 

（Ａ） 

決算額 

（Ｂ） 

差額 

（Ｂ－Ａ） 

内 容 

謝礼金 20,000 円 20,000 円 0 円 出演者謝金 

消耗 

印刷費 

75,000 円 74,449 円 

内、補助対象経費

（52,459 円） 

 

0

△551 円 

環境整備関係、チラシ印刷、な

つまつり、冬季イベント関係

用品 

保険料 6,000 円 5,600 円 △400 円 ボランティア保険料 

交通費 1２,000 円 13,900 円 1,900 円 ボランティア交通費 

食料費 1２,000 円 10,435 円 

内、補助対象経費

（589 円） 

△1,565 円 会議お茶代、 

なつまつり、冬季イベント食

料費 

使用料 18,000 円 19,780 円 1,780 円 委員会会場使用料 

イベント会場使用料 

手数料 3,000 円 2,500 円 △500 円 収入証紙（道路使用） 

賄材料費 10,000 円 6,999 円 

内、補助対象経費

（3,835 円） 

△919 円 なつまつり、冬季イベント材

料費 

計 156,000 円 155,745 円 △255 円  

※ 予算額は冬季イベント等を考慮し補正後の額 

※  消耗印刷費の内21,990円、食糧費の内9,846円、賄材料費の内3,164円の合計

35,000円が補助対象外経費。その他支出項目は補助対象経費（支出詳細は別紙

のとおり） 

補助金残金 255 円を北星まちづくり連絡会へ返還 
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【 委員名簿 】 （役員以外は五十音順 敬称略） 

役  員 氏  名 所 属 団 体 

委員長  森  聖二 川端地区市民委員会 

北星まちづくり推進協議会 

副委員長 土井 邦由 旭橋みずほ通商店街振興組合 

北星まちづくり推進協議会 

会計 竹内 きよ 旭星女性防火クラブ 

北星まちづくり推進協議会 

監査 青塚 美幸 北門児童センター 

北星まちづくり推進協議会 

 相澤 政義 旭星西地区市民委員会 

北星まちづくり推進協議会 

 伊藤 奏晶 北門キッズクラブ 

 榎本 和歌子 北星地域住民 

 小笠原 不二夫 北星まちづくり推進協議会 

 小川 純平 北星まちづくり推進協議会 

 亀田 結愛 北門キッズクラブ 

 佐藤  忍 旭川市立大有小学校 

北星まちづくり推進協議会 

   田中 義彦 旭川明成高校 

北星まちづくり推進協議会 

 中村 幸一 旭星地区市民委員会 

 中村 幸彦 旭星地区市民委員会 

北星まちづくり推進協議会 

 西舘  潤 北都保健福祉専門学校 

北星まちづくり推進協議会 

 三上 照子 川端地区社会福祉協議会 

北星まちづくり推進協議会 

 門間 英樹 イオン北海道 

北星まちづくり推進協議会 

 渡邊 涼佑 イオン北海道 

北星まちづくり推進協議会 

 


